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１．概要（Summary） 

近年、ブロックポリマー(BCP)のミクロ相分離を用いた

DSA(Directed Self Assembly)技術は、10 nm以降の

最先端リソグラフィの方法として、注目されている。堀場エ

ステックは従来から、リビングアニオン重合によるブロック

ポリマーの研究開発を行っている。本研究により、ブロック

ポリマーのリソグラフィ応用への最適化研究を行う。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡 

【実験方法】 

ブロックポリマーを溶かした溶媒を、スピンコータにてシ

リコンウェハに塗布し薄膜を作製。塗布後にホットプレート

にて加熱しサンプルを作製する。作製したサンプルを超

高分解能電界放出形走査電子顕微鏡を用いてミクロ層

分離の確認を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 これまでと同様にSEMによるBCPのミクロ相分離観察

を行っている。BCP は組成比率によりミクロ相分離構造

が変化することが知られている。(Fig.1) 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 Relationship of volume ratio and micro  
phase separation structure. 

 

 

これまでは BCPの組成比率が 50:50 となるラメラ構造

の表面、及び断面の観察を行っていた。今期の検討では、

BCPの組成比率が 70:30 もしくは 30:70のシリンダー構

造の観察に挑戦した。これまでに得られてきた経験を生

かしたことで、ラメラ構造同様にシリンダー構造の観察に

成功した。(Fig.2) 今後も継続的に装置利用しプロセス

の確立を進めて行く。 

 

Fig.2  SEM image of PS-b-PMMA. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

共同研究者： 

・京都大学 竹中幹人様に感謝いたします。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

(1) T. Himi et al. SPIE advanced lithography 26 

February - 2 March, 2017. 

(2) Y. Kawaguchi et al. The 3rd DSA symposium 

September 17-19, 2017. 

 

６．関連特許（Patent） 

 なし。 
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